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今日は、べジ気分！今日は、べジ気分！
ベジタリアンと大豆は切っても切れない間柄。ベジタリアンと大豆は切っても切れない間柄。
少し、ベジで楽しい生活をのぞいてみませんか？少し、ベジで楽しい生活をのぞいてみませんか？

エドワード・レビンソン さん

今月のベジーさん

所
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
夫
妻
共
に

１
９
７
０
年
代
か
ら
の
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
、

ソ
ー
ラ
ー
発
電
や
雨
水
・
井
戸
水
を
使

う
な
ど
の
エ
コ
ラ
イ
フ
を
実
践
す
る
ほ

か
、
自
家
菜
園
で
育
て
る
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
野
菜
を
使
っ
た
自
然
の
恵
み
あ
ふ
れ

る
料
理
が
毎
日
食
卓
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

「
写
真
家
の
仕
事
も
畑
や
庭
の
作
業
も

体
力
が
必
要
で
す
が
、
大
豆
製
品
は
僕

に
と
っ
て
最
高
の
パ
ワ
ー
フ
ー
ド
。
味

も
大
好
き
だ
し
、
毎
日
と
い
っ
て
い
い

ほ
ど
よ
く
食
べ
て
い
ま
す
。
油
を
ひ
か

●日本在住41年、ベジタリアン歴45年●
　生まれたのはアメリカ・ヴァージニア州です。若い頃は
ヒッピー・ムーブメントの影響もあって、アメリカやカナ
ダをヒッチハイクで横断する旅をしたり、ナチュラルライフ
を実践するコミューンで暮らしたりする中、自然とベジタ
リアンになっていきました。日本に行こうと思ったのは、
自然農法で有名な福岡正信さんの本に出会い、教えを受け
たいと思ったからでしたが、たまたま入った東京の書店で
ベジタリアンのエッセイスト・翻訳家の鶴田静と出会い数年
後に結婚、日本在住生活は今年で41年になります。房総
半島での田舎暮らしも30年を超えました。

●写真家・エッセイストとして
　写真は以前から好きで、大学でも学びました。来日してし
ばらくは庭師や英語教師などをしていたのですが、1990年
から鶴田静の本の写真撮影を行うようになって、写真の仕事
がメインになっていきました。今はピンホール写真を主に、
ショートムービーを撮影したり、エッセイを書いたりして
います。俳句も好きで、「恵道（Edo）」の俳号で日英バイリ
ンガルの句集も出しました。ベジタリアンであることも含め

第４回日本ベジタリアン・アワードで「フォトグラファー賞」を
受賞された写真家・エッセイストのエドワード・レビンソンさん
を、加藤裕子がご紹介します。

ず
に
フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼
く
油
揚
げ
の
『
ド

ラ
イ
焼
き
』
は
本
当
に
お
い
し
く
て
、

ベ
ー
コ
ン
の
代
わ
り
に
な
り
ま
す
よ
」

と
レ
ビ
ン
ソ
ン
さ
ん
。

　
「
肉
と
じ
ゃ
が
い
も
」
が
主
食
の
典
型

的
な
ア
メ
リ
カ
家
庭
で
育
っ
た
レ
ビ
ン

ソ
ン
さ
ん
が
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
に
な
っ
た

の
は
、
若
い
頃
に
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
で
旅

し
た
と
き
に
出
会
っ
た
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン

た
ち
の
影
響
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。「
肉

を
食
べ
て
い
た
子
ど
も
の
頃
、僕
は
太
っ

て
い
た
ん
で
す
よ
。
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
は

〜写真家・エッセイスト〜

妻の鶴田静さんと「ソロー・ヒル」
の庭で

「ソロー・ヒル」
に向かう小道

「恵道」

自家菜園で育てた
オーガニックの野菜

　

●
自
然
の
恵
み
と
共
に

　

生
き
る
エ
コ
・
ラ
イ
フ
●

　

第
４
回
日
本
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
・
ア
ワ

ー
ド
で
「
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
賞
」
を

受
賞
し
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
レ
ビ
ン
ソ
ン

さ
ん
。
妻
で
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
翻
訳
家

の
鶴
田
静
さ
ん（
第
1
回
日
本
ベ
ジ
タ
リ

ア
ン
・
ア
ワ
ー
ド
大
賞
受
賞
）
と
暮
ら

す
自
宅
兼
仕
事
場
の
「
ソ
ロ
ー
・
ヒ
ル
」

は
、
か
つ
て
棚
田
だ
っ
た
３
０
０
坪
の

土
地
を
自
ら
汗
を
流
し
て
開
拓
し
た
場

レビンソンさん撮影の
ピンホール写真

たナチュラルなライフスタイルが、
僕にとって
の創造の源
になって
います。
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ＮＰＯ法人日本ベジタリアン協会
加藤 裕子（顧問）
著書に『食べるアメリカ人』など。

＜協会事務局＞
〒 532-0003　
大阪市淀川区
宮原1-19-23-1317

☎06-6868-9860
http://www.jpvs.org

お
金
も
か
か
ら
な
い
し
、
社
会
や
環
境

に
も
良
い
と
週
1
回
ぐ
ら
い
肉
を
食
べ

な
い
生
活
を
始
め
た
ら
、
健
康
に
も
い

い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
毎
日
ベ
ジ

タ
リ
ア
ン
食
に
な
り
ま
し
た
。
僕
は
瞑

想
も
し
ま
す
が
、
精
神
世
界
の
教
え
で

も
肉
は
い
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
」

　

キ
ャ
ン
プ
や
旅
が
好
き
だ
っ
た
レ
ビ

　
１

　
「
自
然
豊
か
な
田
舎
だ
け
で
な
く
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
感
じ
ら
れ
る
都
会
も
素
晴

ら
し
い
被
写
体
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

撮
影
し
て
い
る
と
、
ビ
ル
と
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ば
か
り
に
見
え
る
街
に
も
空
や
木

な
ど
必
ず
自
然
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
る
ん
で
す
。
現
代
生
活
で
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
や
ス
マ
ホ
に
釘
付
け
に
な

り
が
ち
で
す
が
、
ひ
と
り
の
世
界
に
閉

じ
こ
も
る
の
で
は
な
く
、
目
を
開
い
て
、

　

ピ
ン
ホ
ー
ル
写
真
で
は
レ
ン
ズ
を
使

わ
ず
、
針
穴
の
よ
う
に
小
さ
な
穴
で
光

を
取
り
込
ん
で
撮
影
し
ま
す
。
撮
影
に

は
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
ピ
ン
ホ
ー

ル
写
真
の
ア
ナ
ロ
グ
な
空
気
感
は
高
性

能
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
は
な
い
魅
力

で
す
。
レ
ビ
ン
ソ
ン
さ
ん
は
国
内
や
世

界
各
地
で
の
展
覧
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
し
て
ピ
ン

ホ
ー
ル
写
真
の
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
「
僕
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
写
真
で
光
を
伝

え
る
こ
と
」
と
い
う
レ
ビ
ン
ソ
ン
さ
ん

の
写
真
は
柔
ら
か
な
光
に
満
ち
、「
癒
や

さ
れ
る
」
と
多
く
の
人
々
の
心
を
と
ら

え
て
離
し
ま
せ
ん
。

自然の恵みいっぱいの、鶴田静さん手作りのベジタリアン料理。 （㊧から） 冬の具だくさんスープ、いちごタルト、キャベツの豆乳ソース煮、赤ピー
マンのナス詰め

　レビンソンさんの作品が　レビンソンさんの作品が
多数掲載されている日英バ多数掲載されている日英バ
イリンガルのウェブサイト。イリンガルのウェブサイト。
展覧会などの最新ニュース、展覧会などの最新ニュース、
写真集や著書の注文、写真写真集や著書の注文、写真

ン
ソ
ン
さ
ん
は
、
大
学
生
の
と
き
「
コ

マ
ー
シ
ャ
リ
ズ
ム（
商
業
主
義
）
の
世
界

を
目
指
す
よ
り
、
自
由
で
精
神
性
の
高

い
生
き
方
を
し
た
い
。
自
然
の
中
で
暮

ら
し
た
い
」
と
思
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
書
店
で
出
会
っ
た
『
わ

ら
一
本
の
革
命
』
と
い
う
本
に
導
か
れ

て
来
日
し
て
か
ら
40
年
以
上
、
レ
ビ
ン

ソ
ン
さ
ん
は
若
い
頃
に
望
ん
だ
通
り
の

生
き
方
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

●
写
真
で
光
を
伝
え
た
い
●

　

写
真
家
と
し
て
の
レ
ビ
ン
ソ
ン
さ
ん

は
、
ピ
ン
ホ
ー
ル
写
真
を
メ
イ
ン
に
作

品
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
「
ハ
ー
ド
な
仕
事
が
続
い
て
燃
え
尽
き

症
候
群
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
と
き
、

大
学
で
学
ん
だ
ピ
ン
ホ
ー
ル
写
真
に 

再

会 

し
ま
し
た
。
目
に
映
る
風
景
が
ま
っ

た
く
違
っ
て
見
え
て
、
自
分
の
創
造
性

が
再
び
呼
び
起
こ
さ
れ
た
よ
う
な
気
持

ち
に
な
っ
た
ん
で
す
」

作品購入もこちらからどうぞ。作品購入もこちらからどうぞ。
　千葉県鴨川にあるレビンソンさん　千葉県鴨川にあるレビンソンさん

レビンソンさんの
ピンホール写真集

自
分
の
周
囲
に
あ
る
世
界
に
気
づ
い

て
ほ
し
い
。
僕
の
写
真
を
き
っ
か
け

に
、
自
分
を
取
り
巻
く
世
界
と
ひ
と

つ
に
な
る
感
覚
を
味
わ
っ
て
も
ら
え

た
ら
い
い
で
す
ね
」

Edo PhotosEdo Photos
ピンホール写真ピンホール写真
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“　

と鶴田静さんの自宅兼仕事場「ソロー・ヒル」に併設されたギャと鶴田静さんの自宅兼仕事場「ソロー・ヒル」に併設されたギャ
ラリー見学は予約制（有料）。詳しくは、http://www.solohill.ラリー見学は予約制（有料）。詳しくは、http://www.solohill.
net/edo_photo_gallery_info.html　で。net/edo_photo_gallery_info.html　で。
https://www.edophoto.com/index.htmlhttps://www.edophoto.com/index.html


